カルカソンヌ　ルールサマリー

１．ゲームの進行

　　各プレイヤーは自分の手番がきたら地形タイルを配置し都市を建設していきます。全ての地形タイルがめくられたら得点の集計を行い一番点数の高かった人が勝者となります。

２．手番の流れ

　　最初のプレイヤーを決定したらその人から時計回りの順番で手番を行っていきます。手番になったら以下の行動を順番どおりに行います。

　Ⅰ．地形タイルを一枚引いて配置しなければなりません。

　Ⅱ．自分のストックのコマを１つ、今配置したタイルに置くことができます。

　Ⅲ．タイル配置によって、完成した道路、都市、修道院が出来た場合、得点計算を行わなければなりません。
２－Ⅰ．地形タイルの配置

　　山札から地形タイルを引いたら、それを現在すでに配置されている地形タイルに隣接するように配置します。このとき、配置する草原、道路、都市はつながるように配置しなければいけません。

２－Ⅱ．コマの配置

　　タイルを配置したら、コマを一つ今配置したばかりのタイルに置くことが出来ます。配置できる場所は都市の一部、道路、草原、修道院の４つです。このとき、コマを置こうとする都市、道路、草原のつながっているところに、他のコマ（自分のものも含む）がいてはなりません。

完成した道路、都市、修道院がなければ、これでプレイヤーの手番は終了です。

２－Ⅲ．完成した道路、都市、修道院の得点計算

　　道路、都市、修道院が完成した場合は、即座に得点計算を行います。得点計算が終ったら、完成した道路、都市、修道院を支配していたコマはそのプレイヤーの手元に戻っていきます。以下は、それぞれの得点計算の仕方です。

道路：道路は連続する道路の両端が交差点、都市の一部もしくは修道院になることで完成します。道路が完成した場合、その道路上にコマを置いているプレイヤーは、その長さ（タイルの数）分だけのポイントを獲得します。

都市：都市は、都市の一部が完全に城壁で囲まれ、その内部に空白部のない状態になると完成します。都市が完成した場合、その都市にコマを置いているプレイヤーは、その都市の一部（タイルの数）一つにつき２ポイントを獲得します。また、都市の内部に盾の紋章があれば、それ１つにつき２ポイントのボーナスがあります。ただし、２タイルで作られた都市だけは、１タイルにつき１ポイントしかもらえません。

修道院：修道院は、修道院の周囲が８タイルで全て囲まれた状態になると完成します。修道院が完成した場合、その修道院にコマを置いているプレイヤーは９ポイント獲得します。

　　得点計算を行う時、複数のコマが同じ道路、都市にある場合は最も多くコマを置いているプレイヤーに得点が入ります。置いているコマの数が同じ場合は、それら全てのプレイヤーにそのまま得点が入ります。これは、後述する草原でも同じです。

３．最終得点計算

　　最後の地形タイルを置いたプレイヤーの手番が終ったら、ゲーム終了し、最終得点計算を行います。

　　最終得点計算は、未完成の道路、都市、修道院について行われます。そこにコマを置いているプレイヤーは、それに関連するタイル１枚につき１ポイント獲得します。このとき、都市の紋章も１ポイントとして数えます。そして、草原の得点計算をおこないます。草原は、隣接する完成した都市１つにつき、３ポイント獲得します。ただし、同じプレイヤーは同じ都市から一度しかポイントを獲得できません。

　この最終得点計算を行った後、最も得点の多かったプレイヤーが勝者となります。

